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生活習慣 
加齢 

運動不足 

ロコモ 

骨折 
歩行障害 

筋力↓ 
バランス能力↓ 

 運動器不安定症 

   転倒リスク 

脊椎症 

変形性関節症 

骨粗鬆症 

運動器機能不全（ロコモティブシンドローム）の早期発見ツールの開発 

研究目的 

 運動器疾患により、要介護状態に陥るリスクの高い高
齢者（ロコモティブシンドローム）を早期発見する簡便な
診断ツールを開発することが研究目的である。 

ロコモティブシンドローム（ロコモ）とは
運動器の障害（変形性関節症、脊椎症、
骨粗鬆症、骨折など）により要介護にな
るリスクの高い状態のことである。全国
で約８００万人がロコモであると推計さ
れている。 

ロコモティブシンドロームとは 

研究成果 

「足腰指数２５」の開発 

○高齢者において、ロコモティブシンドロームを早期診断
することにより、適切な運動指導等を行うことにより、
要介護状態になることを予防する。 

○運動器を専門とする整形外科専門医以外の医師、あ
るいは医師以外の職種でも「足腰指数２５」を用いるこ
とによりロコモティブシンドロームを早期発見すること
が可能である。 

研究内容 

 約８００名の高齢者について診断ツールの妥当性等を検
証し、２５問の質問項目を定め、カットオフ値を設定した。 

 高齢化社会が進むなか、要介護者も急激に増加し
ている。要介護状態の原因として、骨折、転倒、関節
疾患等の運動器疾患の割合は大きく、その対策は重
要である。 

研究背景 



「足腰指数２５」の質問票 

●運動器機能不全により要介護になるリスクのある高齢者を早期に発見する簡
便な２５問の質問票。 

●各質問が5択になっており、各４点、合計０－１００点満点で採点し、１６点以上
でロコモティブシンドロームのリスクが高い状態と判断する。 


